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印刷のエキスパート。趣味は、街に
あふれる印刷物を収集すること。

ペーパー博士の孫娘。印刷（プリント）
に興味津々。大好物はプリン。

書体が大好き。特技は、文字を見ただ
けでフォントを言い当てられる。　
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「あるぞうくん」を起動し、
専用QRを読み取ってください。

読み取り後、上のイラストに
スマホをかざしてください。

まずはARアプリ「あるぞうくん」を体験しよう！

App Store、Google Playで
「あるぞうくん」を検索して
ダウンロードをしてください。

AR付印刷ツールならNPCにお任せ！！

ダウンロードをします 専用QRを読み込む スマホをかざす

特色印刷第39回

それでも特色には、通常のインキの他に
プロセスカラーだけでは表現できない
蛍光カラーやゴールドやシルバーなどの
メタリックインキもあるんですよね。

なるほど、プロセスカラーとスポットカラー、
それぞれの“特色”を知っていれば
色彩表現の幅もぐんと広がりますね。

特色すごいね！
そんでもってお月見、
楽しみ～！

でも、特色印刷の場合、
使いたい色をどうやって
伝えればいいの？

それなら、企業のロゴや
コーポレートカラーなど、規格が決まった色を
正確に表現できるという訳ね。

わあ～キレイ！お月見のポスターを
特色印刷で刷ってみたよ。

その特色印刷ってなに？
どんな“特色”があるの？

君たちも知っておるじゃろうが、通常の
カラー印刷は、C（シアン）・M（マゼンタ）・
Y（イエロー）・K（ブラック）の
4色のかけ合わせによって
すべての色を表現できるんじゃ

カラーチップを使うんだよ。
「DIC」や「PANTONE」といった
インキ会社から出ているカラーチップを参照し、
その中から色を選んでいくんだよ。

各社何百、何千色という色見本が
用意されていて、使いたい色の
ナンバーを指定すれば、印刷工場では
その都度インキを調合して
特色を作っておるのじゃ。

そのとおり！
美術品や絵画を印刷する場合、
より本物の色や質感に近づけるため、
C・M・Y・Kに加え、光沢のある特色を
重ね合わせて印刷することもあるぞ。

一方、特色印刷というのは、
C・M・Y・K以外の
特別に調合した色（インキ）を
使って刷る印刷
のことじゃよ。

スポットカラーは、
あらかじめ調合された
特色インキを使って印刷するので、
色ムラもなく発色もいいのじゃ！

そのぶん手間もかかるし、
色数によっては印刷料金もお高くなるけどな。

プロセスカラーは超便利な半面、
広い面積を同じ色にしたい時などは
微妙な色ムラができたり、
オレンジや黄緑などは多少
くすんでしまうこともあるのじゃ。

はい、いわゆる
プロセスカラーですね。

別名、スポットカラーとも
いいますね。

DIC PANTONE
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